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野 菜 編 
 

～植物質を主原料とした堆肥の肥料的効果～ 
 

 
                                                  はじめに 

  

                                                   
平成１８年に「有機農業の推進に関する法律」が制定されたことを受け、千葉県では、  

平成２２年に「千葉県有機農業推進計画」を策定し、有機農業の推進に取り組んでいます。 

有機農業実践農家では、肥沃度が低い畑には家畜ふん堆肥（家畜ふんを主原料とした  

堆肥）を施用し、肥沃度が高まった後には、虫の発生などを懸念して、木質チップなどの

植物質を主原料とした堆肥（以下、「植物質主体堆肥」という。）を施用している事例が多く 

みられます。しかし、このような植物質主体堆肥の  

肥料的効果はよくわかっていません。そこで、実際の

有機農業で利用されている堆肥について、その肥料的

効果を評価する試験を実施しました。ここでは、その

成果を紹介します。 

なお、ここで取り上げる有機農業とは、化学的に  

合成された肥料及び農薬を使用しないこと、遺伝子 

組換え技術を利用しないことを基本として、環境への

負荷をできる限り低減した方法で行われる農業のこと

です（有機農業の推進に関する法律第２条より）。 

 
                                                  植物質主体堆肥の性質及び連用圃場の土壌化学性 

  

                                                   

１ 植物質主体堆肥の性質 
 
まず、有機農業で実際に利用されている植物質主体堆肥の成分組成を調べました。 

 

表１ 調査した植物質主体堆肥の原材料 
 

堆 肥 原 材 料 

Ａ ダイズ及びトウモロコシ廃棄物、コーヒーかす、茶がら 

Ｂ ウッドチップ、馬ふん、コーヒーかす、茶がら 

Ｃ 生木チップ、竹チップ 

Ｄ 剪定枝チップ、米ぬか、鶏ふん 

注）原材料は左から順に配合割合が高いものを記載した 
 
調査した植物質主体堆肥は、主原料が作物残さや食物廃棄物で、木質チップを含まない

堆肥Ａ、木質チップも含む堆肥Ｂと堆肥Ｄ、木質チップのみの堆肥Ｃの４種類です（表１）。 
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▲３～４か月堆積した植物質主体堆肥 



家畜ふん堆肥ではＣ/Ｎ比が肥料的効果を判定する目安として用いられていますが、植物

質主体堆肥ではＣ/Ｎ比と肥料的効果の関係は不明であったため、調査を行いました。それ

ぞれの堆肥のＣ/Ｎ比は、木質チップを含まない堆肥Ａが７で、牛ふん堆肥の１７に比べて 

低い値でした。木質チップとともに家畜ふんを含む堆肥のＣ/Ｎ比は、堆肥Ｂが１１、堆肥Ｄ

が１６で牛ふん堆肥と同程度でした。原材料が木質チップのみの堆肥Ｃは３３で、著しく  

大きな値でした（表２）。Ｃ/Ｎ比から判断すると、堆肥Ａ、堆肥Ｂ及び堆肥Ｄは施用直後に

窒素の肥効が期待できますが、堆肥Ｃは短期的な窒素の肥効が小さく、土壌の有機物を  

増やす土づくり的効果が高いと評価されました。 
 

表２ 調査した植物質主体堆肥の成分組成  

堆 肥 
水分 

(％) 

ｐＨ 

(Ｈ２Ｏ) 
Ｃ/Ｎ比 

無機態窒素 

(％) 

リン酸 

(％) 

加里 

(％) 

石灰 

(％) 

苦土 

(％) 

Ａ ４８.６ ４.４  ７.４ ０.４８ １.２ ０.５  ０.０ ０.０ 

Ｂ ４３.７ ８.１ １１.４ ０.１７ ２.７ １.３ ２０.５ ０.６ 

Ｃ ２７.５ ７.７ ３３.２ ０.０４ １.３ ２.０  ０.６ ０.６ 

Ｄ ６１.５ ８.７ １６.４ ０.０４ ２.９ １.３  ３.０ １.８ 

牛ふん堆肥 ４９.１ ８.３ １７.３ ０.２２ ２.４ ３.０  ３.０ １.２ 

注１）牛ふん堆肥の値は千葉県主要農作物等施肥基準より引用した。ただし、無機態窒素は分析値を示した。 
 ２）水分、ｐＨ以外は乾物当たりの値を示した。 

 

 
  

●堆肥等に含まれる炭素(Ｃ)と窒素(Ｎ)の重さの比率を表します。 

●窒素に対して炭素の比率が低い、すなわちＣ/Ｎ比が小さい堆肥は、窒素の短期的な供給力
が高く、肥料的効果が大きくなります。 

●窒素に対して炭素の比率が高い、Ｃ/Ｎ比が大きい堆肥は、窒素の短期的な供給力は低いが、
土壌の有機物を増やす効果が高く、土づくり的効果が大きくなります。 

 

２ 植物質主体堆肥を連用した圃場の土壌化学性 
 
それぞれの堆肥を連用した圃場の土壌化学性を調査したところ、表３のとおりでした。 

これらの植物質主体堆肥の連用圃場では、土壌の保肥力を表す陽イオン交換容量、石灰

及び苦土含量が高く、砂質土の堆肥Ａ連用圃場を除く３圃場の可給態窒素は１１㎎/１００g

以上と高いことが分かりました。このように、植物質主体堆肥の連用により、保肥力と  

窒素肥沃度が高まっていることが明らかになりました。 
 

表３ 植物質主体堆肥を連用した圃場の土壌化学性  

圃場 
[土壌の種類] 

堆肥の連用 

土壌化学性 

可給態 
窒素 

(㎎/１００g) 

可給態 
リン酸 

(㎎/１００g) 

陽イオン 
交換容量 

(meq/１００g) 

石灰 
(㎎/１００g) 

苦土 
(㎎/１００g) 

加里 
(㎎/１００g) 

堆肥Ａ 
[砂質土] 

毎年５～１０t/１０a 
６年連用 

 ３.４ 
（ ７４） 

５９７ 
（４００） 

２５.８ 
（１９８） 

 ４２９ 
（１３４） 

１０７.１ 
（１８８） 

 ４９.４ 
（ ９７） 

堆肥Ｂ 
[黒ボク土] 

毎年０.６～０.８t/１０a 
３年連用 

１３.８ 
（３１４） 

 ４４ 
（２０８） 

４３.２ 
（１３９） 

１１６８ 
（２５４） 

 ８７.１ 
（１４５） 

１００.２ 
（１５２） 

堆肥Ｃ 
[黒ボク土] 

２～３年に１度 
１５t/１０a・１１年連用 

１１.５ 
（２６１） 

１００ 
（４７６） 

４７.７ 
（１５４） 

１２４６ 
（２７１） 

１４８.７ 
（２４８） 

 ５１.１ 
（ ７７） 

堆肥Ｄ 
[黒ボク土] 

年間３～４t/１０a 
２２年連用 

１２.５ 
（２８４） 

  ５ 
（ ２４） 

４２.２ 
（１３６） 

 ５０９ 
（１１１） 

 ６２.７ 
（１０５） 

 ４７.６ 
（ ７２） 

注）( )内は、千葉県内における各土壌の種類の分析値(平均値)を１００とした場合の比率 

C/N 比とは 



 
                                                  植物質主体堆肥の肥料的効果 

  

                                                  
 

１ 植物質主体堆肥の窒素放出率 
 

植物質主体堆肥の肥料的効果を評価するために、堆肥を混ぜた土を袋に詰めて畑に埋め

込み、窒素の放出量を測定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図１ 植物質主体堆肥の窒素放出率 
 

Ｃ/Ｎ比が７の堆肥Ａ、同１１の堆肥Ｂ及び同１７の牛ふん堆肥は、埋設直後から窒素を放

出しました（図１）。しかし、Ｃ/Ｎ比が３３の堆肥Ｃは、埋設直後から９０日後までは窒素の

放出がなく、１８０日後の窒素放出率もわずかでした。牛ふん堆肥のような家畜ふん堆肥と

同様に、植物質主体堆肥でもＣ/Ｎ比の大小により窒素供給量を表せることが確かめられま

した。 

 

２ 植物質主体堆肥を施用したコマツナ及びハクサイの収量 
 

植物質主体堆肥の作物に対する窒素供給を評価するために、Ｃ/Ｎ比が牛ふん堆肥とほぼ

等しい堆肥Ｄを施用して、コマツナ及びハクサイをポットで栽培しました。有機農業が  

長年行われている畑を想定した可給態窒素１３㎎/１００ｇの肥沃度が高い土壌と、有機農業

が行われて間もないことを想定した３㎎/１００ｇの肥沃度が低い土壌の２種類を用いました。

堆肥Ｄは、有機農業実践農家の施用量と同量でコマツナでは５.６㎏/㎡、ハクサイでは  

１１.２㎏/㎡を施用しました。牛ふん堆肥の施用量は、含まれる無機態窒素の量が堆肥Ｄと

同じになるように、コマツナでは０.７㎏/㎡、ハクサイでは１.４㎏/㎡としました。播種日は

コマツナ、ハクサイともに８月２３日、収穫日はコマツナが９月２３日で、ハクサイが１１月

６日でした。 
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図２ 植物質主体堆肥を施用したコマツナ及びハクサイの収量 
注１）図中のバーは標準誤差（n=３）を示す 

２）n.s.は t-検定で有意差がなかったことを示す 
 
コマツナ、ハクサイの収量は、低肥沃度土壌より高肥沃度土壌で多くなりましたが、い

ずれの土壌においても堆肥Ｄと牛ふん堆肥で差がありませんでした（図２）。無機態窒素の

量を揃えることで堆肥の種類の違いによる収量への影響は認められませんでした。 

以上のことから、Ｃ/Ｎ比が１６以下と小さい植物質主体堆肥は、施用直後から半年間の 

窒素放出が認められ、Ｃ/Ｎ比が３０以上と大きい植物質主体堆肥は窒素放出がほとんどなく、

肥料的効果が期待できません。また、牛ふん堆肥と同程度のＣ/Ｎ比の植物質主体堆肥は、

無機態窒素の量を揃えて施用することで牛ふん堆肥と同様の効果があることが分かりました。 

 
                                                  植物質主体堆肥の利用のポイント 

  

                                                   

●植物質主体堆肥の肥料的効果には、家畜ふん堆肥と同様にＣ/Ｎ比が指標となります。  

Ｃ/Ｎ比が小さい堆肥は窒素放出量が多く、Ｃ/Ｎ比が大きい堆肥は窒素放出量が少なくな

ります。 

●Ｃ/Ｎ比が１６以下の植物質主体堆肥は、窒素肥沃度が低い圃場でも高い圃場でも肥料的 

効果が期待できます。 

●Ｃ/Ｎ比が３０を超える植物質主体堆肥は、肥料的効果が期待できませんが、土壌の有機物

を増やす土づくり的効果が高く、すでに十分窒素肥沃度が高い圃場において、利用する

ことが望ましいです。 
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この資料は、平成２３年～２５年に実施した研究課題「有機栽培における施用有機物の

肥料的効果の評価」を基に作成したものです。 
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